
わが国最多の遺伝性プリオン病V180Iはヒト化マウスに伝達しない	


解　説	


1.  わが国の遺伝性プリオン病で最も数多く報告されているV180Iの変異をもつプ
リオン病はヒト化マウス（KiHu129M,KiHu129V,KiHu129M・219K）に伝達（感染）
しなかった。	


2.  V180Iの変異をもつ遺伝性プリオン病ヒト化マウスを作成した。	


3.  この遺伝性プリオン病ヒト化マウスに遺伝子変異による自発性の異常プリオン
たんぱく質の産生は認められなかった。	
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１．遺伝性プリオン病V180Iのヒト化マウスへの感染実験成績	


２．遺伝性プリオン病V180Iモデルマウスの作成	



